
インターネットではウェブや映像且どのコンテンツ  

をユーザに効率的に送り届ける技術として，コンテン  

ツ配仁技術が拝Ilを集めている．これはコンテンツ同  

期とリクエストの誘導によって美現される．本発表で  

は，これらの技術の最新軌Ih＝こついて報苦し，現在の  

コンテンツ配イ．；卜の品退化アルゴリズムについても∴  

及する．   

㊥ゲーム理論とその応用⑳   

・第13回  

日 時：8Jj6Fl（JJ）  

出席者：20名  

場 所：束京l二業人草大岡川lキャンパス内4号館302   

号室  

テーマ：「ANoncooperativeBargainingFoundation   

ofNucleolusⅣTheNucleolusEquivalence」  

講 師：i度透直二樹（Department of Economics，   

SUNYatStony Brook andKyotoUniversity）   

協力ゲームの1つの解である仁（nucleolus）を非  

協力交渉ゲームから導く試みに対する巌近の研究成果  

が報ハされた．必ずしもイニを導かない場介があること，  

コアが空であるときには交渉ゲームにおいて均衡が存  

在しない場合のあることなどが議論され，これまでに  

ない新しい交渉ゲームのアイディアの提示があった．  

・第14回  

日 時：9月8【けl二）  

出席者：25名  

場 所：束京l二業大半人l河山キャンパス内4じ館   

W461講義室  

テーマ：「ネット指向戦略シナリオ・プランニング了・   

はとゲーム理論：金融1二学の視ノ．（から」  

講 師：l叶I㍉自二志（束芝研究開発センター システム   

技術ラボラトリー）   

不確実（リスク）：要l大】を含むビジネス・プロジェク  

トや研究開発プロジェクトの評価について，戦略シナ  

リオをベトリネットで言已述し，止味現在佃伯を算目す  

る〟法の提案があった．ペトリネットによるi；己述とゲ  

ーム理論の展開形表現との関連，さらには令融⊥学分  

野へのゲーム理論的思考の導入について，活発な議論  

が行われた．  

穏システム最適化の理論と応用⑩   

・第17回  

日 時：7月7口（り 14：00～17：00  

出席者：15名  

場 所：九州大学経済学部 2階申会議案  

テーマと講師：  

（1）「日本株式市場における株佃収益率分布とニュース   

の関係」   

森保 洋（長崎大学経済学部）   

これまでの研究で，株仰の収益率分布は条件付き正  

規分布に従うことが予想されている．発作付き分散は  

市場に流人するニュースの量の関数であるとする仮説  

である．この報告では実際にⅣ本の証券巾場における  

データを川いた検証を行い，ニュースありとニュース  

なしのモデルで有意な差が見られ，本報；】fの有効件が  

確認された．  

（2）「データ分析のためのデータ分類昨IlJ  

i柚l哲也（九州大学入学院経済学研究院）   

データベースを構成する場合，あらかじめ分析した  

結果を検索作業に隼かすことができれば効率が上汁す  

る．ここでは，分類階層に基づくデータ分類の〟法を  

提案している．最初に階層当三成のための代数的な条件  

と定理について整推し，次に階層の完全件と戦純件に  

ついて述べ，独立した階層による表現を川いることを  

提案している．   

参ORにおける数理システムの最適化㊨   

・第7回  

日 時：7†J20「1（令）  

出席者：20名  

場 所：冨山県民会館 501号室  

テーマ：「インターネットにおけるコンテンツ配イi；技   

術の最新動向」  

講 師：中川郁夫（インテック・ウェブ・アンド・イ   

ンフォマティックス技術部）  
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